
世界を変えた10人の女性 

お茶の水女子大学
特別講義 池上  彰 著(著) 
出版：文藝春秋
280.4 /ｲ 

著者はジャーナリストでテレビや新聞、雑誌などで
活躍されている池上彰さんがお茶の水女子大学で
「世界を変えた10人の女性」という講座を行った様
子について書かれた本です。スタッフはこの本の中
でワンガリ・マータイさんのところの「環境」と「平和」
の関係とベアテ・シロタ・ゴードンさんが考えた幻の
日本国憲法の部分が印象に残っています。女性た
ちの偉大な部分だけではなく、人間的な弱さも書か
れており考えさせられる一冊です。

スタッフおすすめ図書コーナー

「女性活躍」に
翻弄される人びと

奥田祥子(著)
出版：光文社 
367.21 /ｵ 

女性活躍推進法が制定され、男女の賃金格差や
昇進について格差を埋めるために行政や企業では
様々な取り組みが行われています。
しかし、管理職の男女比率や女性の非正規雇用の
多さは解決されていません。
「女性活躍」という言葉が掲げられている中で、家
庭や会社といった様々な場所で揺れ動く女性たち
を長期的にインタビューした内容になっています。
本書で語られる「なんで女性の生き方がトレンドに
よって左右されなきゃいけないのか」という言葉に
は思わずハッとさせられました。
女性を部下に持つ管理職の方の悩みもあり、性別
問わず、性別問わず、おすすめの本です。

女の子たちと公的機関
ロシアのフェミニストが
目覚めるとき
 
ダリア・セレンコ（著）
クセニヤ・チャルィエワ（画）
高柳聡子（訳）
出版：エトセトラブックス
983 /ｾ 

著者であるダリア・セレンコ氏が実際に働いてい
た経験をもとに書いた小説です。
「女の子たち」は行動が監視されたり、虐げられた
り、不正を隠蔽するために使われたり、国を効率
よく運営するための部品のような扱いで、配慮な
どはありません。国に都合よく扱われる中で徐々
に自分たちのおかれている状況や社会の問題に
気づき、「女の子たち」は変化していきます。
100ページ以内に纏められていて、挿入されてい
るイラストも合わさって、イメージしやすく、すんな
りとメッセージが読むことができます

アーミッシュカントリー
クッキング: 自然とともに
生きるアーミッシュの
人々の素敵なメニュー
 
アンディ・ヨーダー(著)
出版： ジャパンクッキング
センター
596.2 /料理 /ﾖ

アメリカ北西部ロッキー山脈に近いモンタナ州に
住むアーミッシュの人々。彼らのシンプルライフの
中から生まれた料理、ケーキから93品を選び、作
り方を紹介するとともに、彼らの人生訓、生活信条
などが知れるお料理本です。聖書の教えに忠実に
したがって生きるアーミッシュと呼ばれる人々は昔
ながらの生活を大切にし、移動は馬車を使い電気
もほとんど使わないのだそう。美味しいクッキーの
詰め放題で有名なステラおばさんのクッキーも実
はアーミッシュなんですよ。

講座関連本や人気漫画が所蔵しました！
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